
☆ICT環境の整備 ☆コーディネーターの配置 ☆魅力的なカリキュラム開発 ☆入学希望者数の拡大と全国募集 ☆長期インターンシップ
今後の課題

令和元年度 地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）

白い森人創生プロジェクト

白い森人創生プロジェクトチーム【山形県立小国高等学校】

研究開発の背景
小国町保小中高一貫教育の柱の一つである地域学習を、高校段階では「白い森未来探究学」という３年間の学びに拡充し、高校と地域がより密着した
学びに発展させ、地元への愛着や誇りを養い、積極的に地域とつながり、地域活動に取り組む人材を育てることで、地域活性化の一躍を担う。

コミュニティ・スクールの特性を活かした地域
における実践的な主体との連携

地域外での表現・交流の機会を増やすことに
よる多様性の確保

保小中高一貫教育を活かした小中学校との連
携による白い森学習（本町の地域学習）の段
階的教育

令和元年度の目標と取組状況・成果

１年地域文化学は12講座・
フィールドワーク３回・校内
発表2回、町教育フォーラム
(一貫教育推進協議会主催)
では学校全体の取組を発表

山形大学工学部研究活動3名、東北芸術工科
大学ファシリテーション研修19名、地区高校生
地域活動セミナー8名、県探究型課題学習研究
発表会6名(優良賞)、YTS山形テレビ提言の広
場(県経済同友会企画)3名出演

本校生が主体となり運営した「地域の大人と
の対話会」や「全国高等学校小規模校サミッ
ト(本校主体の実行委員会主催)」などへの町
内中学生の参加・参観（高校生がファシリテー
ター）
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３ 学年「 地域構想学」  

今までの実践や調査・ 研究から新たな提案をする 
 

２ 学年「 地域実践学」  

個々の課題を設定し、 調査・ 研究・ 実践する 

１ 学年「 地域文化学」  

自己の興味関心を高める 基礎固め 地域に浸る 
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